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  TST-2 球状トカマク装置では、低域混成波 
 (Lower Hybrid Wave: LHW) を⽤いた効率的な 
 ⾮誘導プラズマ電流駆動を研究している。し 
 かし、その駆動効率は計算で予想される値に 
 ⽐べて低く、計算で考慮されない要因が考え 
 られる。そのため、この要因を調べること 
 で、電流駆動の効率を上げる必要がある。 
 LHWを⼊射時に励起される異なる周波数の波 
 動は、電流駆動のためのLHWのパワーを低下 
 させ、その駆動効率を悪化させる可能性があ 
 る。そこで、⾮線形結合による波動励起の条 
 件や特性を調べる必要がある。 
  磁気計測より、⼊射したLHWの周波数であ 
 る  200.1 MHz のピーク以外にも 3 つの  𝑓 
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 ピークが新たに確認された（図 1）。これら 
 のピークは時間的にその周波数が変動してい 
 た。それぞれの周波数は  MHz,  𝑓 
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 MHz,  MHz である。これらの周波数  𝑓 
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 は常に  の関係を満  𝑓 
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 たしていた。そこで、相関解析を⽤いてこれ 
 らの周波数変化を確認した。  と  の変  𝑓 
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 化が 0.05 ms 以内のラグタイムに強い相関で 
 連動していることが分かった。これらの異な 
 る周波数を持つ波の関係を明らかにするため 
 に、以下の解析を⾏った。0.1 ms 毎に計算し 
 たパワースペクトル密度において、上記 4 つ 
 の周波数近傍の最⼤値を求めこれを 

 とし、これらの間の相関や 2 つ  𝑃 
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 の積  と別の  の相関を求めた。なお、値  𝑃 
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 が⼤きく変動するため、常⽤対数を取ってか 
 ら相関を調べた。その結果、周波数  の  𝑓 
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 パワー  が同時に⽣成された可能性が⽰  𝑃 
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 唆された。以上の結果から、パラメトリック 
 崩壊不安定性の存在が⽰唆された。 

 図 1. 放電中のある時間帯におけるパワースペ 
 クトル密度。周波数帯は (a) 190 - 210 MHz 
 (b) 0 - 10 MHz。 

 図 2.  と  それぞれの常⽤対数間の相  𝑃 
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 関。⼊射波と 6 MHz 付近の波が  のパワー  𝑓 
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 と強い相関を持つ。 


